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小林浩二先生を悼む
本学会会員である岐阜大学名誉教授小林浩二先生は，2012年8月23日に65歳の生涯を閉じられた。同
年6月末の地理空間学会大会では「特別賞」を受賞され，地理学界でますます活躍されるはずであった。ま
た，われわれが小林先生から直々に指導される機会を失なったことも，大変無念である。謹んで哀悼の意
を捧げます。
小林先生は1946年11月に埼玉県飯能市で生まれ，1965年に東京教育大学理学部地学科地理学専攻，
1969年に同大学大学院理学研究科地理学専攻に入学された。博士課程在学中の1973年6月から1975年7
月まで，ドイツ学術交流会（DAAD）奨学生としてドイツのハンブルク大学に留学された。その後は筑波
大学文部技官を経て岐阜大学教育学部に就職され，2012年3月に定年退職されたところであった。
筆者が初めて小林先生と会話を交わしたのは，1992年8月にハイデルベルク等で開催された日独地理学
会議の場であった。当時，インスブルック大学に大学院生として留学していた筆者に，大変親しく接して
下さったことが想い出される。その後は，何度も中央・東ヨーロッパでの現地調査に同行させていただく
機会を得た。以下では，それらの経験のなかから，小林先生のエピソードをいくつか挙げたい。なお，小
林先生が岐阜大学を退職された際に，退職記念事業会によって『小林先生の略歴・著作目録』が刊行され
ているので，詳細な業績等はそちらを参照されたい。
1996年8月，小林先生を研究代表者とする科研費「中央ヨーロッパにおける市場経済化の進展と地域構
造の変化」の調査のために，いわゆるヴィシェグラード諸国（ポーランド，チェコ，スロヴァキア，ハンガ
リー）を共同巡検した。実際に現地の姿を見なければ研究が始まらない，という研究スタンスを痛感させ
られる巡検であった。同月4日から約3週間，レンタカーを交代で運転しながらプラハ，グダンスク，ワル
シャワ，ブラチスラヴァ，ペーチ，ブダペスト等をまわり，現地の研究者の援助を得ながら都市や農村を観
察した。同行者は，佐々木博先生，森和紀先生，山本充先生，中川聡史先生であった。当時は東欧革命か
ら日もまだ浅く，社会主義時代から経済・政治体制が一変し，それに伴う地域構造の変化を考える貴重な
経験となった。好奇心旺盛で，聞き取り調査先で積極的に質問する小林先生の態度が印象的であった。ま
たより印象的であったのは，小林先生が頻繁に半ズボン姿となることや，独特のユーモアでわれわれを笑
わせてくれることだった。巡検中はプラハの地下鉄でスリに遭ったり，ハンガリー南部のモハチでは，駐
車中にレンタカーのトランクの鍵を壊されて，車内に置いていた荷物が盗まれたりとトラブルも多々おこ
り，そのたびに小林先生はわれわれメンバーを気遣ってくださった。
その3年後の1999年には，後継の科研費「中央ヨーロッパにおける地域構造と生活様式の変化」（研究代
表者：小林先生）に基づいて，8月15日から23日にかけて，上記のメンバーでルーマニアに滞在した。小
林先生のアイディアで，当時のルーマニアと，われわれが分析していたヴィシェグラード諸国との間には
相当な経済格差があり，中央・東ヨーロッパの地域格差を実感するために訪問したのであった。この短期
間に，ブカレストでの数日滞在を経て，クルジュナポカ，オラディア，シギショアラ，コンスタンツァ等を
観察しつつ移動した。広大な国土を東西に横断するルートで，ルーマニア科学アカデミーの援助によって
行く先々で大学学長と面会したりと盛り沢山の内容であった。当時一時的に帰省していた佐々木リディ
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アさんが，通訳をしながら案内してくれた。巡検のレンタカーは運転手付きであったが，目的地に深夜に
到着したり，宿泊先を探して市内をさまようといった強行軍でもあった。そのためか（ひょっとするとツ
イカ（ルーマニアの蒸留酒）過摂取のためか），小林先生は体調を崩され，レンタカーの座席で横になって
休まれていた。さらに，ブカレストからウィーンに戻った際には，預けた荷物がターンテーブルに出てこ
ないトラブルが発生した。当日ウィーンのシュベヒャート空港からブラチスラヴァへと直接移動するばず
だった小林先生は，ウィーンに1泊せざるを得なくなった。
この第1回ルーマニア滞在の後，小林先生は主にスロヴァキアを研究対象とするようになったが，その
間も日本地理学会の「中欧研究グループ」を主催し，東京等で頻繁に研究会を実施し，中央・東ヨーロッパ
に関する地域研究の内容を深めていった。こうした過程を経て，2008年から2010年の3年間，科研費「ルー
マニア・ブルガリアの農村における持続的発展の危機とその再生の可能性」を得た。伊藤貴啓氏，中臺由
佳里さん，佐々木リディアさんと筆者がルーマニア班，伊藤徹哉氏，飯嶋曜子さん，小原規宏氏がブルガリ
ア班となり，小林先生だけは両国の調査を遂行することとなった。
ルーマニア班は，3か年ともに7月に現地を訪問した。1年目にはカルパティア山地とブカレスト北近郊
（写真１）を広く観察し，2年目以降はカルパティア山地内のルカルという村を中心に調査を実施すること
となった。ルカルでは，小林先生とルーマニア科学アカデミーの助手が林業について（写真２），伊藤貴啓
氏，佐々木リディアさんと筆者が宿泊施設や住民の環境意識について調査をした。小林先生にとっては，
通訳を通じて英語で聞き取り調査をするという困難があった。滞在した民宿では，小林先生がいつも最も
早起きで，毎朝，朝食前から食堂のテーブルで聞き取り調査結果や，今後の調査項目等をルーズリーフに
まとめておられた。ただし，民宿の主人とも意気投合し，毎晩，夕食の際にはビールやワイン，さらにはツ
イカを嗜まれていた。「飲み過ぎちゃいました！」が口癖で，持ち前の明るさとユーモア（写真３）で場を
和ませてくれた。
写真１　ブカレスト北近郊農村 Căciulaţi
　伝統的な草屋根民家の形態について，ブカレスト大学
の先生と所有者から聞き取り調査。脱農化が進行しつ
つある近郊地域で，伝統的な家屋の保存が検討されてい
る。
 （2008年7月撮影）
写真２　ルカルにおける木材輸送車
　カルパティア山地内のルカルには豊富な森林資源が
ある。東欧革命後，外国に輸出するために違法な伐採が
増えた。近年では沈静化しているが，こうしたトラック
の通行が頻繁に観察できる。
 （2010年7月撮影）
3－63－   
以上，ヨーロッパ調査での3つの例をあげた。こ
うした調査の後には岐阜や東京等で頻繁に報告会を
開催し，それに基づいて，「学会発表をしましょう。
研究費をもらっている以上義務だから。」という展
開になった。1990年代後半から2000年代前半にか
けて，日本地理学会大会でシンポジウムを2回開催
し，また一般発表も毎年のように実施した。さらに
は岐阜県図書館でも講演会を開催した。もちろん，
小林先生は単独でも IGU の農村地理学グループで
頻繁に発表されていた。このように，現地での調査
を素早く研究の公開に結びつける小林先生の姿勢
は，ものぐさな筆者には大いに刺激になった。
小林先生による本格的研究の出発点は，ドイツに
おける農業・農村の研究であろう。大学院生時代の
留学後も何度かドイツに滞在され，ドイツに対しての小林先生の「思い」は，非常に強かったのではないか
と推測される。ところが，1989年に東欧革命が生じると，東西ドイツの統一を契機として国内に変革がみ
られるようになり，さらにはより東に位置する地域を，研究対象として興味深く認識されるようになった
のであろう。また見習うべきは，頻繁に中央・東ヨーロッパへ現地調査に向かわれる小林先生のフットワー
クの軽さである。現在，東欧革命から20年以上が経過し，中央・東ヨーロッパの変化も新しい局面を迎え
ている。共通通貨ユーロが導入されないなどの問題も山積している。小林先生は，こうした点に関する調
査をわれわれ後進に託したのだろうか。
ドイツ，もしくはヨーロッパに関する地理学研究の第一人者であった小林先生の訃報に筆者が接したの
は，ケルンでの IGC 参加直前に訪問したインスブルック滞在中であった。小林先生とヨーロッパに関し
て共同研究を経験した多くの地理学者も，筆者同様にヨーロッパに滞在していたという。小林先生とドイ
ツやヨーロッパとを結びつける何らかの力が作用したように思えてならない。
小林先生は授業の一環で，何度か学部学生を引率してドイツ巡検を実施していた。聞くところによると
さまざまなトラブルもあったらしいが，学生が海外に興味をもつ良い機会となったことは間違いない。た
とえば，その巡検履修者で筑波大学大学院に進学した院生2名（伊藤文彬氏，木村昌司氏）は，いずれも頻
繁に海外を訪れている。海外巡検の効果を実感するとともに，小林先生が企画・主催されたアイディアを
生かして，多くの大学の地理学関係コースでこうした海外巡検を実施すべく検討する時期がきているので
あろう。後進の指導という点では，日本地理学会に多額の寄付をされ，ヨーロッパ研究を志す若手研究者
に対して「小林浩二研究助成」を設立されたことも特筆される。
ヨーロッパ，とくに中央ヨーロッパに関する地理学研究や後進の教育に多大な足跡を残された小林浩二
先生に対して，先生の学恩に心から感謝の意を表するとともに，ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。
 （呉羽正昭）
写真３　ルカル（サティック地区）での草刈り体験
　道ばたで草刈りをしていた現地の高齢者からの指導
で，草刈り体験をする小林先生。カルパティア山地では
畜産が主体で，干し草生産のために依然として鎌が利用
されている。
 （2008年7月撮影）
